
in Asiaand America

WED 18TH
November
18:20-19:20

オンライン開催（zoom）

主催︓お茶の⽔⼥⼦⼤学グローバルリーダーシップ研究所

日英逐次通訳あり 通訳者︓松村直樹（Colt Works)

対象︓学⽣・教職員・⼀般（参加費無料・要事前申込）

申込⽅法︓QRコードもしくは研究所HPからお申込み下さい。

申込締切︓11月17日（火）17︓00

お問合せ先︓info-leader@cc.ocha.ac.jp

日本時間

世界的にも過去30年で⼥性が管理職に占める割合は確実に増加した。しかし、国によって⼥性リーダーが直⾯す

る課題は異なっていると考えられる。本セミナーでは、ミュンヘン⼯科⼤学の副学⻑（タレントマネジメント・

ダイバーシティ担当）のクラウディア・ポイス教授に、インドやシンガポール、中国といったアジアの国々、そ

して米国、ドイツの⼥性管理職へのインタビュー調査によって明らかになった⼥性リーダーの成功を後押しする

要因とその文化的側面についてご紹介頂く。さらに、⼥性管理職という概念の形成やリーダーシップ役割への適

応、日本への示唆についてもお話し頂く。(司会 グローバルリーダーシップ研究所特任講師 岡村利恵)

Dr. Claudia Peus

Executive Vice President

for Talent Management and

Diversity, Technical University 

of Munich

クラウディア·ポイス教授
ミュンヘン工科大学 副学⻑
タレントマネジメント・

ダイバーシティ担当

Claudia Peus has been Professor of 

Research and Science Management 

at the TU Munich since May 2011, 

Executive Vice President for Talent 

Management and Diversity since 

October 2017. Prof. Peus focuses on 

leadership and leadership 

development in the digital age, the 

management of research 

organizations and diversity in 

organizations.

2011年よりミュンヘン⼯科⼤

学教授（Research and

Science Management） 。

2017年10月よりミュンヘン工

科⼤学副学⻑、タレントマネ

ジメント・ダイバーシティ担

当。情報化時代のリーダー

シップとリーダーシップ開発、

研究機関の経営管理と組織の

ダイバーシティについて研究。

「グローバル女性リーダー育成のための国際的教育研究拠点形成」

グローバルリーダーシップ研究所セミナー




